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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置によって実行される方法であって、
　第１無線リソース制御接続再構成メッセージを受信し、
　ある無線ベアラのデータ無線ベアラＩＤと、前記ある無線ベアラを第１データ無線ベア
ラから第２データ無線ベアラに再構成することを示す指示情報と、が前記第１無線リソー
ス制御接続再構成メッセージに含まれているか否かを判定し、
　前記データ無線ベアラＩＤと前記指示情報とが前記第１無線リソース制御接続再構成メ
ッセージに含まれているとの判定に基づいて前記ユーザ装置が前記ある無線ベアラを前記
第１データ無線ベアラから前記第２データ無線ベアラに再構成する場合、パケットデータ
収束プロトコルステータスリポートを基地局装置に送信し、
　前記第２データ無線ベアラは、無線プロトコルがワイヤレス・ローカル・エリアネット
ワークではなく前記基地局装置に位置するベアラであって、基地局装置の無線リソースと
ワイヤレス・ローカル・エリアネットワークの無線リソースとのうちの前記基地局装置の
無線リソースを使用するベアラであり、
　前記第１データ無線ベアラは、無線プロトコルが前記基地局装置と前記ワイヤレス・ロ
ーカル・エリアネットワークの両方に位置するベアラであって、前記基地局装置の無線リ
ソースと前記ワイヤレス・ローカル・エリアネットワークの無線リソースとの両方を使用
するベアラである、方法。
【請求項２】
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　請求項１に記載の方法であって、更に、
　前記第２データ無線ベアラから前記第１データ無線ベアラへの再構成を示す指示情報と
、追加が必要なデータ無線ベアラのリストを含むdrb-ToAddModListパラメータとを含む第
２無線リソース制御接続再構成メッセージを受信し、
　前記第１データ無線ベアラ用に構成可能なパケットデータ収束プロトコルパラメータの
構成に使用されるpdcp-Configパラメータが前記drb-ToAddModListパラメータに含まれて
いる場合に、前記pdcp-Configパラメータに従ってパケットデータ収束プロトコルエンテ
ィティを再構成し、
　前記第１データ無線ベアラの無線リンク制御構成情報を示すのに使用されるrlc-Config
パラメータと、論理チャネルパラメータの構成に使用されるlogicalChannelConfigパラメ
ータとが前記drb-ToAddModListパラメータに含まれている場合に、前記rlc-Configパラメ
ータと前記logicalChannelConfigパラメータとに従って、無線リンク制御エンティティと
DTCH論理チャネルを再構成する、方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、更に、
　前記基地局装置との通信に使用される１つの適応エンティティであって複数の前記第１
データ無線ベアラに対する１つの適応エンティティを再構成する、方法。
【請求項４】
　基地局装置によって実行される方法であって、
　第１無線リソース制御接続再構成メッセージをユーザ装置に送信し、
　前記ユーザ装置のある無線ベアラのデータ無線ベアラＩＤと、前記ある無線ベアラを第
１データ無線ベアラから第２データ無線ベアラに再構成することを示す指示情報と、が前
記第１無線リソース制御接続再構成メッセージに含まれているとの前記ユーザ装置による
判定に基づいて前記ある無線ベアラが前記第１データ無線ベアラから前記第２データ無線
ベアラに再構成される場合、パケットデータ収束プロトコルステータスリポートを前記ユ
ーザ装置から受信し、
　前記第２データ無線ベアラは、無線プロトコルがワイヤレス・ローカル・エリアネット
ワークではなく前記基地局装置に位置するベアラであって、前記基地局装置の無線リソー
スとワイヤレス・ローカル・エリアネットワークの無線リソースとのうちの前記基地局装
置の無線リソースを使用するベアラであり、
　前記第１データ無線ベアラは、無線プロトコルが前記基地局装置と前記ワイヤレス・ロ
ーカル・エリアネットワークの両方に位置するベアラであって、前記基地局装置の無線リ
ソースと前記ワイヤレス・ローカル・エリアネットワークの無線リソースとの両方を使用
するベアラである、方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、更に、
　前記第２データ無線ベアラから前記第１データ無線ベアラへの再構成を示す指示情報と
、追加が必要なデータ無線ベアラのリストを含むdrb-ToAddModListパラメータとを含む第
２無線リソース制御接続再構成メッセージを送信し、
　前記第１データ無線ベアラ用に構成可能なパケットデータ収束プロトコルパラメータの
構成に使用されるpdcp-Configパラメータが前記drb-ToAddModListパラメータに含まれて
いる場合に、前記pdcp-Configパラメータに従って前記ユーザ装置のパケットデータ収束
プロトコルエンティティが再構成され、
　前記第１データ無線ベアラの無線リンク制御構成情報を示すのに使用されるrlc-Config
パラメータと、論理チャネルパラメータの構成に使用されるlogicalChannelConfigパラメ
ータとが前記drb-ToAddModListパラメータに含まれている場合に、前記ユーザ装置の無線
リンク制御エンティティとDTCH論理チャネルが前記rlc-Configパラメータと前記logicalC
hannelConfigパラメータとに従って再構成される、方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、更に、
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　前記ユーザ装置との通信に使用される１つの適応エンティティであって、複数の前記第
１データ無線ベアラに対する１つの適応エンティティが再構成される、方法。
【請求項７】
　ユーザ装置であって、
　第１無線リソース制御接続再構成メッセージを受信する受信部と、
　ある無線ベアラのデータ無線ベアラＩＤと、前記ある無線ベアラを第１データ無線ベア
ラから第２データ無線ベアラに再構成することを示す指示情報と、が前記第１無線リソー
ス制御接続再構成メッセージに含まれているか否かを判定する処理部と、
　前記データ無線ベアラＩＤと前記指示情報とが前記第１無線リソース制御接続再構成メ
ッセージに含まれているとの判定に基づいて前記ユーザ装置が前記ある無線ベアラを前記
第１データ無線ベアラから前記第２データ無線ベアラに再構成する場合、パケットデータ
収束プロトコルステータスリポートを基地局装置に送信する送信部と、を備え、
　前記第２データ無線ベアラは、無線プロトコルがワイヤレス・ローカル・エリアネット
ワークではなく前記基地局装置に位置するベアラであって、前記基地局装置の無線リソー
スとワイヤレス・ローカル・エリアネットワークの無線リソースとのうちの前記基地局装
置の無線リソースを使用するベアラであり、
　前記第１データ無線ベアラは、無線プロトコルが前記基地局装置と前記ワイヤレス・ロ
ーカル・エリアネットワークの両方に位置するベアラであって、前記基地局装置の無線リ
ソースと前記ワイヤレス・ローカル・エリアネットワークの無線リソースとの両方を使用
するベアラである、ユーザ装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のユーザ装置であって、
　前記受信部は、前記第２データ無線ベアラから前記第１データ無線ベアラへの再構成を
示す指示情報と、追加が必要なデータ無線ベアラのリストを含むdrb-ToAddModListパラメ
ータとを含む第２無線リソース制御接続再構成メッセージを受信し、
　前記第１データ無線ベアラ用に構成可能なパケットデータ収束プロトコルパラメータの
構成に使用されるpdcp-Configパラメータが前記drb-ToAddModListパラメータに含まれて
いる場合に、前記pdcp-Configパラメータに従ってパケットデータ収束プロトコルエンテ
ィティを再構成する再構成部をさらに備え、
　前記再構成部は、前記第１データ無線ベアラの無線リンク制御構成情報を示すのに使用
されるrlc-Configパラメータと、論理チャネルパラメータの構成に使用されるlogicalCha
nnelConfigパラメータとが前記drb-ToAddModListパラメータに含まれている場合に、前記
rlc-Configパラメータと前記logicalChannelConfigパラメータとに従って、無線リンク制
御エンティティとDTCH論理チャネルを再構成する、ユーザ装置。
【請求項９】
　請求項８に記載のユーザ装置であって、
　前記再構成部が、前記基地局装置との通信に使用される１つの適応エンティティであっ
て複数の前記第１データ無線ベアラに対する１つの適応エンティティを再構成する、ユー
ザ装置。
【請求項１０】
　基地局装置であって、
　第１無線リソース制御接続再構成メッセージをユーザ装置に送信する送信部と、
　前記ユーザ装置のある無線ベアラのデータ無線ベアラＩＤと、前記ある無線ベアラを第
１データ無線ベアラから第２データ無線ベアラに再構成することを示す指示情報と、が前
記第１無線リソース制御接続再構成メッセージに含まれているとの前記ユーザ装置による
判定に基づいて前記ある無線ベアラが前記第１データ無線ベアラから前記第２データ無線
ベアラに再構成される場合、パケットデータ収束プロトコルステータスリポートを前記ユ
ーザ装置から受信する受信部と、を備え、
　前記第２データ無線ベアラは、無線プロトコルがワイヤレス・ローカル・エリアネット
ワークではなく前記基地局装置に位置するベアラであって、前記基地局装置の無線リソー
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スとワイヤレス・ローカル・エリアネットワークの無線リソースとのうちの前記基地局装
置の無線リソースを使用するベアラであり、
　前記第１データ無線ベアラは、無線プロトコルが前記基地局装置と前記ワイヤレス・ロ
ーカル・エリアネットワークの両方に位置するベアラであって、前記基地局装置の無線リ
ソースと前記ワイヤレス・ローカル・エリアネットワークの無線リソースとの両方を使用
するベアラである、基地局装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の基地局装置であって、
　前記送信部は、前記第２データ無線ベアラから前記第１データ無線ベアラへの再構成を
示す指示情報と、追加が必要なデータ無線ベアラのリストを含むdrb-ToAddModListパラメ
ータとを含む第２無線リソース制御接続再構成メッセージを送信し、
　前記第１データ無線ベアラ用に構成可能なパケットデータ収束プロトコルパラメータの
構成に使用されるpdcp-Configパラメータが前記drb-ToAddModListパラメータに含まれて
いる場合に、前記pdcp-Configパラメータに従って前記ユーザ装置のパケットデータ収束
プロトコルエンティティが再構成され、
　前記第１データ無線ベアラの無線リンク制御構成情報を示すのに使用されるrlc-Config
パラメータと、論理チャネルパラメータの構成に使用されるlogicalChannelConfigパラメ
ータとが前記drb-ToAddModListパラメータに含まれている場合に、前記ユーザ装置の無線
リンク制御エンティティとDTCH論理チャネルが前記rlc-Configパラメータと前記logicalC
hannelConfigパラメータとに従って再構成される、基地局装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の基地局装置であって、
　前記ユーザ装置との通信に使用される１つの適応エンティティであって、複数の前記第
１データ無線ベアラに対する１つの適応エンティティが再構成される、基地局装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は移動通信に関し、具体的にはデータ無線ベアラを再構成する方法及びユーザ装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナーシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ）ロング・ターム・エボリューシ
ョン（ＬＴＥ）システムとワイヤレス・ローカル・エリアネットワーク（Wireless Local
 Area Network、ＷＬＡＮ）とのコアレイヤの相互運用性及び統合は３ＧＰＰ標準化ドキ
ュメントにて定義されている。３ＧＰＰ　ＬＴＥリリース１２ではＬＴＥとＷＬＡＮとの
ＲＡＮレイヤの相互運用性及び統合について研究を行っている（３ＧＰＰ　ＴＲ３７．８
３４を参照のこと）。
【０００３】
　３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ＃６７回会議にて３ＧＰＰ　ＬＴＥリリース１３中にてＬＴ
Ｅ－ＷＬＡＮのＲＡＮレイヤでの統合及び相互運用性を強化する研究提議が承認されてい
る（３ＧＰＰ会議リポートＲＰ－１５０５１０を参照のこと）。ＬＴＥ－ＷＬＡＮのＲＡ
Ｎレイヤでの統合及び相互運用性を強化する研究には、ＬＴＥ－ＷＬＡＮのＲＡＮレイヤ
での統合の増強、及びＬＴＥ－ＷＬＡＮのＲＡＮレイヤでの相互運用性の強化が含まれる
。ＬＴＥ－ＷＬＡＮのＲＡＮレイヤでの統合とは、ＲＲＣ接続状態でのユーザ装置がＬＴ
Ｅ及びＷＬＡＮが提供する無線リソースを同時に利用するように構成されるとともに、前
記統合がＷＬＡＮのＭＡＣレイヤでの標準化済みのものに影響しないというものである。
ＬＴＥ－ＷＬＡＮのＲＡＮレイヤでの統合の強化は、３ＧＰＰ　ＬＴＥリリース１２で定
義されている二重接続のオプション２Ｃ及び３Ｃに基づく。
【０００４】
　図１及び図２に示すオプション２Ｃ及び３Ｃは二つの論理ノードである、主の基地局（
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ＭｅＮＢ）とＷＬＡＮ論理ノード（ＷＬＮ）とが含まれる。主の基地局とは、ＬＴＥ－Ｗ
ＬＮ統合及び相互運用性をサポートする基地局であって、これはユーザ装置の無線リソー
ス管理測定構成を保守するとともに、受取った測定リポート又はトラフィック状況又はベ
アラタイプ等に基づいてＷＬＮにユーザ機器のために別途リソースを提供するようリクエ
ストすることを担うものである。ＷＬＮは主の基地局からのリクエストを受取った後、ユ
ーザ装置のためにデータ送信サービスを提供するか、十分なリソースがないために前記リ
クエストを拒絶する。ＷＬＮとは、主の基地局からユーザデータを受信するとともに、Ｗ
ＬＡＮが提供する無線リソースを利用してデータをユーザ装置に転送する機能を有する論
理ノードである。
【０００５】
　図１に示すオプション２Ｃは以下の特徴を有する。（１）主の基地局はＳ１－Ｕインタ
フェースを通じてサービスゲートウェイと通信する。（２）データ無線ベアラ（ＤＲＢ）
は主の基地局にて分離しない。（３）主の基地局に位置するパケットデータ収束プロトコ
ルＰＤＣＰエンティティがサービスゲートウェイからのＰＤＣＰ　ＳＤＵをＷＬＮの受信
エンティティ（適応エンティティ又はＷＬＮエンティティと呼ばれる）が要求するフォー
マットにパッケージするとともに、前記適応エンティティに送信する。前記適応エンティ
ティは要求に応じて、ＭｅＮＢのＰＤＣＰエンティティから受信したデータをパッケージ
して、その後ＷＬＡＮ無線リソースを通じてユーザ装置（ＵＥ）に送信する。ここで、ユ
ーザ装置はユーザ端末、ユーザノード、移動端末又はタブレットＰＣとすることができる
。以下の記述にて、オプション２Ｃ特徴を有するデータ無線ベアラをＷＬＮ不可分データ
無線ベアラ（ＷＬＮ不可分ＤＲＢ）と呼ぶ。
【０００６】
　図２に示すオプション３Ｃは以下の特徴を有する。（１）主の基地局はＳ１－Ｕインタ
フェースを通じてサービスゲートウェイと通信する。（２）データ無線ベアラは主の基地
局にて分離する。（３）分離データ無線ベアラに対して、主の基地局には対応する無線リ
ンク制御ＲＬＣエンティティがある。主の基地局に位置するＰＤＣＰエンティティはサー
ビスゲートウェイからのＰＤＣＰ　ＳＵＤをＰＤＣＰ　ＰＤＵとしてパッケージするとと
もに、パッケージ後の一部ＰＤＣＰ　ＰＤＵをＭｅＮＢのＲＬＣエンティティ、ＭＡＣエ
ンティティ及び物理レイヤを通じてＵＥに送信し、残りのＰＤＣＰ　ＰＤＵは要求に応じ
て更にパッケージした後にＷＬＮの適応エンティティに送信するとともに、ＷＬＡＮが提
供する無線リソースを通じてＵＥに送信する。本発明の後述部分にて、オプション３Ｃ特
徴を有するデータ無線ベアラをＷＬＮ分離データ無線ベアラ（ＷＬＮ分離ＤＲＢ）とする
。
【０００７】
　本発明で言及するマスターセルグループ（Master Cell Group、ＭＣＧ）とはＵＥの一
グループのサービスセルのことであり、このグループのサービスセルは一つのプライマリ
セル（ＰＣｅｌｌ）と０個又は複数のセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を含む。オプション
２Ｃ及び３Ｃの構成に基づいて、ＬＴＥ－ＷＬＡＮ統合及び相互運用性システムにおいて
、データ無線ベアラが送信するユーザデータがマスターセルグループのみで送信する場合
（つまり、データ無線ベアラが送信するユーザデータはマスターセルグループのＰＤＣＰ
エンティティ、ＲＬＣエンティティ、ＭＡＣエンティティ及び物理レイヤＰＨＹを経てＵ
Ｅに送信される）、このデータ無線ベアラはマスターセルグループのデータ無線ベアラ（
ＭＣＧ　ＤＲＢ）と呼ばれる。データ無線ベアラのユーザデータがマスターセルグループ
の無線リソース及びＷＬＡＮの無線リソースを同時に利用して送信する場合（つまり、デ
ータ無線ベアラが送信するユーザデータの一部はマスターセルグループのＰＤＣＰエンテ
ィティ、ＲＬＣエンティティ、ＭＡＣエンティティ及び物理レイヤＰＨＹを経てＵＥに送
信され、ユーザデータの他の一部はマスターセルグループのＰＤＣＰエンティティ及びＷ
ＬＡＮを経てＵＥに送信される）、このデータ無線ベアラはＷＬＮ分離データ無線ベアラ
（ＷＬＮ分離ＤＲＢ）と呼ばれる。データ無線ベアラが送信するユーザデータがマスター
セルグループのＰＤＣＰエンティティによりデータをパッケージするとともにＷＬＡＮが
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提供する無線リソースを利用して送信する場合、このデータ無線ベアラはＷＬＮ不可分デ
ータ無線ベアラ（ＷＬＮ不可分ＤＲＢ）と呼ばれる。言い換えるならば、ＷＬＮ不可分Ｄ
ＲＢのユーザデータはＬＴＥが提供する無線リソースを利用せずに送信し、そして単にＭ
ＣＧのＰＤＣＰエンティティのみを利用してパッケージした後ＷＬＮに送信するとともに
、ＷＬＡＮ無線リソースを通じてユーザ装置に送信するというものである。本発明におい
て、ＷＬＮ分離ＤＲＢ及びＷＬＮ不可分ＤＲＢは合わせてＷＬＮデータ無線ベアラ（ＷＬ
Ｎ　ＤＲＢ）と呼ばれる。つまり、本発明にて言及したＷＬＮ　ＤＲＢはＷＬＮ分離ＤＲ
Ｂを示しても、またＷＬＮ不可分ＤＲＢを示してもよい。
【０００８】
　ＬＴＥ－ＷＬＡＮ統合システムにおいて、主の基地局及びＷＬＮが備える利用可能な無
線リソースの状況に基づいて、主の基地局とＷＬＮとの間で、データ無線ベアラの再構成
をダイナミックに行う必要がある。例えば、主の基地局がＵＥのために十分な無線リソー
スを提供できないとき、ＷＬＮがＵＥに無線リソースを提供するようにリクエストして、
つまり、ＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢ又はＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成する。
主の基地局及びＷＬＮが同時にＵＥのためにサービスするとき（つまり、オプション３Ｃ
の構成に基づく）、一定時間内に、主の基地局にＵＥに提供可能なものより多くの無線リ
ソースがある反面でＷＬＮにＵＥに提供する十分な無線リソースがない時には、主の基地
局はデータ無線ベアラを主の基地局向けに再構成することができ、つまり、ＷＬＮ分離Ｄ
ＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成する。一定時間内に、主の基地局にＵＥに提供可能な
無線リソースはないがＷＬＮはより多くの無線リソースをＵＥに提供できるとき、主の基
地局はデータ無線ベアラをＷＬＮ向けに再構成することができ、つまり、ＷＬＮ分離ＤＲ
ＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成する。ＷＬＮが単独でユーザに無線リソースを提供
してデータ送信を行うとき（オプション２Ｃの構成に基づく）、一定時間内に、主の基地
局により多くの無線リソースをＵＥに提供できるか又はＷＬＮにＵＥに提供する十分なリ
ソースがないとき、主の基地局はデータ無線ベアラを主の基地局向けに再構成することが
でき、つまり、ＷＬＮ不可分ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成する。一定時間内に、
主の基地局がＵＥに無線リソースの一部を提供できれば、このときＷＬＮ不可分ＤＲＢを
ＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成することができる。
【発明の概要】
【０００９】
　本発明の目的は、主の基地局とＷＬＮとの間の無線ベアラを再構成する場合の問題を解
決するところにある。
【００１０】
　本発明の一つの様態において、ユーザ装置により実行される方法を提供し、無線リソー
ス制御接続再構成メッセージを受信することと、受信された無線リソース制御接続再構成
メッセージ中に、ユーザ装置が第１のタイプのデータ無線ベアラを第１のタイプのデータ
無線ベアラとは異なる第２のタイプのデータ無線ベアラとして再構成することを指示する
指示情報を含むか否かを決定することと、受信された無線リソース制御接続再構成メッセ
ージ中に指示情報を含むのであれば、前記無線リソース制御接続再構成メッセージに基づ
いてユーザ装置に対して再構成を行うことと、を含み、ここで、第１のタイプのデータ無
線ベアラはマスターセルグループＭＣＧデータ無線ベアラ、またはワイヤレスローカルエ
リアネットワークＷＬＮ不可分データ無線ベアラを含み、第２のタイプのデータ無線ベア
ラはＭＣＧデータ無線ベアラ、ＷＬＮ分離データ無線ベアラ、またはＷＬＮ不可分データ
無線ベアラを含む。
【００１１】
　一つの実施例において、第１のタイプのデータ無線ベアラがＭＣＧデータ無線ベアラで
あり、第２のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ不可分データ無線ベアラであり、しかも
前記無線リソース制御接続再構成メッセージに基づいてユーザ装置に対して再構成を行う
ことは、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に含まれる適応エンティティに関
する構成情報に基づいて、適応エンティティに対して再構成を行うことと、前記無線リソ
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ース制御接続再構成メッセージ中にパケットデータ集束プロトコルＰＤＣＰエンティティ
に関する構成情報が含まれるのであれば、ＰＤＣＰエンティティに対して再構成を行うこ
とと、ＭＣＧ無線リンク制御ＲＬＣエンティティおよびＭＣＧ個別通信チャネルＤＴＣＨ
論理チャネルをリリースすることと、を含む。
【００１２】
　一つの実施例において、第１のタイプのデータ無線ベアラがＭＣＧデータ無線ベアラで
あり、第２のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ不可分データ無線ベアラであり、しかも
前記無線リソース制御接続再構成メッセージに基づいてユーザ装置に対して再構成を行う
ことは、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に含まれる適応エンティティに関
する構成情報に基づいて、適応エンティティを確立することと、前記無線リソース制御接
続再構成メッセージ中にパケットデータ集束プロトコルＰＤＣＰエンティティに関する構
成情報が含まれるのであれば、ＰＤＣＰエンティティに対して再構成を行うことと、ＭＣ
Ｇ無線リンク制御ＲＬＣエンティティおよびＭＣＧ個別通信チャネルＤＴＣＨ論理チャネ
ルをリリースすることと、を含む。
【００１３】
　一つの実施例において、第１のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ不可分データ無線ベ
アラであり、第２のタイプのデータ無線ベアラがＭＣＧデータ無線ベアラであり、しかも
前記無線リソース制御接続再構成メッセージに基づいてユーザ装置に対して再構成を行う
ことは、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中にパケットデータ集束プロトコル
ＰＤＣＰエンティティに関する構成情報が含まれるのであれば、ＰＤＣＰエンティティに
対して再構成を行うことと、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に含まれる無
線リンク制御ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ個別通信チャネルＤＴＣＨ論理チャネルに関
する構成情報に基づいて、ＭＣＧ　ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネ
ルを確立することと、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に適応エンティティ
に関する構成情報が含まれるのであれば、適応エンティティに対して再構成を行うことと
、を含む。
【００１４】
　一つの実施例において、第１のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ不可分データ無線ベ
アラであり、第２のタイプのデータ無線ベアラがＭＣＧデータ無線ベアラであり、しかも
前記無線リソース制御接続再構成メッセージに基づいてユーザ装置に対して再構成を行う
ことは、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中にパケットデータ集束プロトコル
ＰＤＣＰエンティティに関する構成情報が含まれるのであれば、ＰＤＣＰエンティティに
対して再構成を行うことと、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に含まれる無
線リンク制御ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ個別通信チャネルＤＴＣＨ論理チャネルに関
する構成情報に基づいて、ＭＣＧ　ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネ
ルを確立することと、適応エンティティをリリースすることと、を含む。
【００１５】
　一つの実施例において、第１のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ不可分データ無線ベ
アラであり、第２のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ分離データベアラであり、しかも
前記無線リソース制御接続再構成メッセージに基づいてユーザ装置に対して再構成を行う
ことは、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に含まれる無線リンク制御ＲＬＣ
エンティティ及びＭＣＧ個別通信チャネルＤＴＣＨ論理チャネルに関する構成情報に基づ
いて、ＭＣＧ　ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネルを確立することと
、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中にパケットデータ集束プロトコルＰＤＣ
Ｐエンティティに関する構成情報が含まれるのであれば、ＰＤＣＰエンティティに対して
再構成を行うことと、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に適応エンティティ
に関する構成情報が含まれるのであれば、適応エンティティに対して再構成を行うことと
、を含む。
【００１６】
　一つの実施例において、該方法は更にＰＤＣＰエンティティを再構築することを含む。
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【００１７】
　一つの実施例において、ユーザ装置にＲＲＣシグナリングを送信することにより、ＰＤ
ＣＰエンティティを再構築するか否かを決定する。
【００１８】
　一つの実施例において、前記指示情報がｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に携帯するｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇＷＬＮ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に携帯するｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを含み、前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔは増加又は修正が必要となる一組のデータ無線ベア
ラであり、前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍ
ｅｎｔは、ＷＬＮ分離データ無線ベアラ又はＷＬＮ不可分データ無線ベアラをＭＣＧデー
タ無線ベアラとして再構成するか否かを指示するためのものであり、前記ｄｒｂ－ＴｏＡ
ｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔは増加又は修正が
必要となる一組のＷＬＮデータ無線ベアラであり、前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔは対応するデータ無線ベアラのタイプを示している。
好ましくは、ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔの値及
びｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔの対応するデータ
無線ベアラがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅ
ｎｔ及びｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍ
ｅｎｔ中に含まれるか否かに基づいて、ＭＣＧデータ無線ベアラをＷＬＮ不可分データ無
線ベアラとして再構成するか否か、またはＷＬＮ不可分データ無線ベアラをＭＣＧデータ
無線ベアラとして再構成するか否か、またはＷＬＮ不可分データ無線ベアラをＷＬＮ分離
データ無線ベアラとして再構成するか否かを決定する。
【００１９】
　本発明の他の態様において、ユーザ装置を提供し、無線リソース制御接続再構成メッセ
ージを受信するように構成された受信ユニットと、受信された無線リソース制御接続再構
成メッセージ中に、ユーザ装置が第１のタイプのデータ無線ベアラを第１のタイプとは異
なる第２のタイプのデータ無線ベアラとして再構成するよう指示する指示情報を含むか否
かを決定するように構成された決定ユニットと、受信された無線リソース制御接続再構成
メッセージ中に指示情報を含むのであれば、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ
に基づいてユーザ装置に対して再構成を行う再構成ユニットと、を含み、ここで、第１の
タイプのデータ無線ベアラはマスターセルグループＭＣＧデータ無線ベアラ、またはワイ
ヤレスローカルエリアネットワークＷＬＮ不可分データ無線ベアラを含み、第２のタイプ
のデータ無線ベアラはＭＣＧデータ無線ベアラ、ＷＬＮ分離データ無線ベアラ、またはＷ
ＬＮ不可分データ無線ベアラを含む。
【００２０】
　一つの実施例において、第１のタイプのデータ無線ベアラがＭＣＧデータ無線ベアラで
あり、第２のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ不可分データ無線ベアラであり、前記再
構成ユニットは、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に含まれる適応エンティ
ティに関する構成情報に基づいて、適応エンティティに対して再構成を行い、前記無線リ
ソース制御接続再構成メッセージ中にパケットデータ集束プロトコルＰＤＣＰエンティテ
ィに関する構成情報が含まれるのであれば、ＰＤＣＰエンティティに対して再構成を行い
、ＭＣＧ無線リンク制御ＲＬＣエンティティおよびＭＣＧ個別通信チャネルＤＴＣＨ論理
チャネルをリリースするように再構成される。
【００２１】
　一つの実施例において、第１のタイプのデータ無線ベアラがＭＣＧデータ無線ベアラで
あり、第２のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ不可分データ無線ベアラであり、前記再
構成ユニットは、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に含まれる適応エンティ
ティに関する構成情報に基づいて、適応エンティティを確立し、前記無線リソース制御接
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続再構成メッセージ中にパケットデータ集束プロトコルＰＤＣＰエンティティに関する構
成情報が含まれるのであれば、ＰＤＣＰエンティティに対して再構成を行い、ＭＣＧ無線
リンク制御ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ個別通信チャネルＤＴＣＨ論理チャネルをリリ
ースするように構成される。
【００２２】
　一つの実施例において、第１のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ不可分データ無線ベ
アラであり、第２のタイプのデータ無線ベアラがＭＣＧデータ無線ベアラであり、前記再
構成ユニットは、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中にパケットデータ集束プ
ロトコルＰＤＣＰエンティティに関する構成情報が含まれるのであれば、ＰＤＣＰエンテ
ィティに対して再構成を行い、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に含まれる
無線リンク制御ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ個別通信チャネルＤＴＣＨ論理チャネルに
関する構成情報に基づいて、ＭＣＧ　ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャ
ネルを確立し、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に適応エンティティに関す
る構成情報が含まれるのであれば、適応エンティティに対して再構成を行うように構成さ
れる。
【００２３】
　一つの実施例において、第１のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ不可分データ無線ベ
アラであり、第２のタイプのデータ無線ベアラがＭＣＧデータ無線ベアラであり、前記再
構成ユニットは、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中にパケットデータ集束プ
ロトコルＰＤＣＰエンティティに関する構成情報が含まれるのであれば、ＰＤＣＰエンテ
ィティに対して再構成を行い、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に含まれる
無線リンク制御ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ個別通信チャネルＤＴＣＨ論理チャネルに
関する構成情報に基づいて、ＭＣＧ　ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャ
ネルを確立し、適応エンティティをリリースするように構成される。
【００２４】
　一つの実施例において、第１のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ不可分データ無線ベ
アラであり、第２のタイプのデータ無線ベアラがＷＬＮ分離データベアラであり、前記再
構成ユニットは、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に含まれる無線リンク制
御ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ個別通信チャネルＤＴＣＨ論理チャネルに関する構成情
報に基づいて、ＭＣＧ　ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネルを確立し
、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中にパケットデータ集束プロトコルＰＤＣ
Ｐエンティティに関する構成情報が含まれるのであれば、ＰＤＣＰエンティティに対して
再構成を行い、前記無線リソース制御接続再構成メッセージ中に適応エンティティに関す
る構成情報が含まれるのであれば、適応エンティティに対して再構成を行うように構成さ
れる。
【００２５】
　一つの実施例において、該ユーザ装置は、ＰＤＣＰエンティティを再構築するように構
成される再構築ユニットを更に備える。
【００２６】
　一つの実施例において、ユーザ装置にＲＲＣシグナリングを送信することにより、ＰＤ
ＣＰエンティティを再構築するか否かを決定する。
【００２７】
　一つの実施例において、前記指示情報がｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に携帯するｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇＷＬＮ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に携帯するｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを含み、前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔは増加又は修正が必要となる一組のデータ無線ベア
ラであり、前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍ
ｅｎｔは、ＷＬＮ分離データ無線ベアラ又はＷＬＮ不可分データ無線ベアラをＭＣＧデー
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タ無線ベアラとして再構成するか否かを指示するためのものであり、前記ｄｒｂ－ＴｏＡ
ｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔは増加又は修正が
必要となる一組のＷＬＮデータ無線ベアラであり、前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔは対応するデータ無線ベアラのタイプを示している。
好ましくは、ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔの値及
びｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔの対応するデータ
無線ベアラがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍ
ｅｎｔ及びｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅ
ｍｅｎｔに含まれるか否かに基づいて、ＭＣＧデータ無線ベアラをＷＬＮ不可分データ無
線ベアラとして再構成するか否か、またはＷＬＮ不可分データ無線ベアラをＭＣＧデータ
無線ベアラとして再構成するか否か、またはＷＬＮ不可分データ無線ベアラをＷＬＮ分離
データ無線ベアラとして再構成するか否かを確定する。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
　下記にて図面を合わせた説明を通じて、本発明の上記内容及びその他の特徴はより明確
になる。
【図１】ＬＴＥ－ＷＬＮ統合及び相互運用性でオプション２Ｃを配置する概略図である。
【図２】ＬＴＥ－ＷＬＮ統合及び相互運用性でオプション３Ｃを配置する概略図である。
【図３】本発明の実施例が提供する、ＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成す
る方法のフローチャートである。
【図４】本発明の実施例が提供する、ＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成
する方法のフローチャートである。
【図５】本発明の実施例が提供する、ＷＬＮ分離ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成す
る方法のフローチャートである。
【図６】本発明の実施例が提供する、ＷＬＮ分離ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構
成する方法のフローチャートである。
【図７】本発明の実施例が提供する、ＷＬＮ不可分ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成
する方法のフローチャートである。
【図８】本発明の実施例が提供する、ＷＬＮ不可分ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構
成する方法のフローチャートである。
【図９】本発明の実施例が提供する、ＲＲＣ接続構成メッセージ中にて、ユーザ装置が一
つのタイプのデータ無線ベアラを他のタイプのデータ無線ベアラとして再構成することを
指示するための指示情報を携帯する方法のフローチャートである。
【図１０】本発明の実施例が提供する、ＲＲＣ接続構成メッセージ中にて、ユーザ装置が
一つのタイプのデータ無線ベアラを他のタイプのデータ無線ベアラとして再構成すること
を指示するための指示情報を携帯する他の方法のフローチャートである。
【図１１】本発明の実施例に係るユーザ装置を示したブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下にて、図面を結合して本発明の具体的な実施例を記述することで、本発明の原理及
び実現形態が明確になる。注意すべきは、本発明は下記具体的な実施例に限定されないこ
とである。また、簡素化するために、本発明にとって直接な関連性のない公知技術の詳細
な説明は省略して、本発明に対する理解への混乱を防止する。
【００３０】
　以下は、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３移動通信システムおよびその後続の発展型リリースを例
示的な応用環境として、本発明に係る複数の実施例を具体的に記述する。しかしながら、
指摘しておくべきは、本発明は以下の実施例に限定されるものではなく、更に多くのその
他の無線通信システムに、例えば今後の５Ｇセルラー通信システムに応用することができ
る。また、ここでは単に主の基地局及び一つのＷＬＮが協働してユーザ装置に通信サービ
スを提供する状況に対してのみ本発明の技術手法の実現例を記述しているが、当業者は、
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本発明の技術手法は同様に主の基地局及び一つ以上のＷＬＮが協働してユーザ装置に通信
サービスを提供する状況に適用することに着想が至るものである。
【００３１】
　ＬＴＥシステムにおいて、ユーザ装置は受信したＲＲＣ接続再構成（ＲＲＣＣｏｎｎｅ
ｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージに基づいて、データ無線ベアラ
の増加（確立）及び再構成手順を行う。前記ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは主に、無線ベアラ（ＲＢ）の確立／修正／リリース（ＲＢ
）、切換え実行、確立／修正／リリース測定等に用いられる。前記無線ベアラはシグナリ
ング無線ベアラ（ＳＲＢ）及びデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）を含む。前記データ無線ベア
ラはＭＣＧ　ＤＲＢ、分離ＤＲＢ（３ＧＰＰリリース１２にて記述する二重接続オプショ
ン３Ｃの無線ベアラ）、ＳＣＧ　ＤＲＢ（３ＧＰＰリリース１２にて記述する二重接続オ
プション１Ａの無線ベアラ）、ＷＬＮ分離ＤＲＢ及びＷＬＮ不可分ＤＲＢ等のユーザデー
タ送信用の無線ベアラを含む。
【００３２】
　以下、本文に係るＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセ
ージ中に含まれるパラメータの意味を統一的に説明する。また、本文にて言及するパラメ
ータが３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３３１におけるものと同じく命名するならば、これが表す意
味及びセル間の包括関係も３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３３１におけるものと同じである。
【００３３】
　ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ
：増加又は修正が必要となる一組のＷＬＮ　ＤＲＢ。
　ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ：増加
又は修正が必要となる一組のＤＲＢ。
　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ：Ｗ
ＬＮ　ＤＲＢが対応する適応エンティティを構成するのに用いる構成可能パラメータを含
む。
　ｐｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ：ＤＲＢの構成可
能なＰＤＣＰパラメータを含む。
　ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ：データ無線ベ
アラＩＤ。
　ｒｌｃ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ：ＳＲＢ及びＤＲＢ
が対応するＲＬＣエンティティの構成情報を含む。
　ｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＩｄｅｎｔｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍ
ｅｎｔ：論理チャネルＩＤ。
　ｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＣｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎ
ｔ：論理チャネルを構成するためのパラメータを含む。
【００３４】
　図３が示すものはＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成する方法のフローチ
ャートである。図３に示す方法は以下のステップを含む。
　ステップ３０１：ユーザ装置がＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージを受信して、前記メッセージ中に、ユーザ装置がＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬ
Ｎ分離ＤＲＢとして再構成することを指示するための指示情報を携帯しているか否かを判
断する。ＹＥＳであれば、ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間の対応関係に基づい
てステップ３０２ａ又はステップ３０２ｂを実行し、ＮＯであれば、終了する。
【００３５】
　ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に多数対一のマッピング関係が存在するので
あれば、ステップ３０２ａを実行する。ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に一対
一のマッピング関係が存在するのであれば、ステップ３０２ｂを実行する。
【００３６】
　ステップ３０２ａ：ユーザがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中に携帯するＡ
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ｄａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づい
て適応エンティティを再構成する。
【００３７】
　選択可能に、前記ＷＬＮ中に適応エンティティがなければ、つまり、ＭＣＧ　ＤＲＢに
より再構成したＷＬＮ分離ＤＲＢが適応エンティティの第１のＷＬＮ　ＤＲＢであれば、
適応エンティティを確立する。
【００３８】
　ステップ３０２ｂ：ユーザがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中に携帯するＡ
ｄａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づい
て適応エンティティを確立する。
【００３９】
　ステップ３０３：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中にｐｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記ｐｄｃｐ－Ｃｏ
ｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエンティティを
再構成する。
【００４０】
　ステップ３０４：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中にｒｌｃ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＩｄｅｎｔｉｔｙ
　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＣｏｎｆ
ｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記ｒｌｃ
－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎ
ｅｌＩｄｅｎｔｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｌｏｇｉｃａｌＣ
ｈａｎｎｅｌＣｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＭＣＧ
　ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネルを再構成する。
【００４１】
　説明すべきは、ステップ３０２ａ（又は３０２ｂ）、ステップ３０３、ステップ３０４
の実行順序は任意変更可能であることである。
【００４２】
　選択可能に、ユーザ装置がＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成したとき、
ＰＤＣＰエンティティ及びＲＬＣエンティティを再構築（ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈ）す
るとともに、ＰＤＣＰステータスリポート（ＰＤＣＰ　ｓｔａｔｕｓ　ｒｅｐｏｒｔ）を
送信する。選択可能に、ＲＲＣシグナリングにより、ユーザ装置がＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬ
Ｎ分離ＤＲＢとして再構成する時に、ＰＤＣＰエンティティ及びＲＬＣエンティティを再
構築するとともにＰＤＣＰステータスリポートを送信するか否かを構成することができる
。
【００４３】
　図４が示すものはＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成する方法のフロー
チャートである。図４に示す方法は以下のステップを含む。
　ステップ４０１：ユーザ装置がＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージを受信して、前記メッセージ中に、ユーザ装置がＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬ
Ｎ不可分ＤＲＢとして再構成することを指示するための指示情報を携帯しているか否かを
判断する。ＹＥＳであれば、ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間の対応関係に基づ
いてステップ４０２ａ又はステップ４０２ｂを実行し、ＮＯであれば、終了する。
【００４４】
　ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に多数対一のマッピング関係が存在するので
あれば、ステップ４０２ａを実行する。ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に一対
一のマッピング関係が存在するのであれば、ステップ４０２ｂを実行する。
【００４５】
　ステップ４０２ａ：ユーザはｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中に携帯するＡ
ｄａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づい
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て適応エンティティを再構成する。
【００４６】
　選択可能に、前記ＷＬＮ中に適応エンティティがなければ、つまり、ＭＣＧ　ＤＲＢに
より再構成したＷＬＮ不可分ＤＲＢが適応エンティティの第１のＷＬＮ　ＤＲＢであれば
、適応エンティティを確立する。
【００４７】
　ステップ４０２ｂ：ユーザはｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中に携帯するＡ
ｄａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づい
て適応エンティティを確立する。
【００４８】
　ステップ４０３：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中にｐｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記ｐｄｃｐ－Ｃｏ
ｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエンティティを
再構成する。
【００４９】
　ステップ４０４：ＭＣＧ　ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネルをリ
リースする。
【００５０】
　説明すべきは、ステップ４０２ａ（又は４０２ｂ）、ステップ４０３、ステップ４０４
の実行順序は任意変更可能であることである。
【００５１】
　選択可能に、ユーザ装置がＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成する時に
、ＰＤＣＰエンティティを再構築するとともにＰＤＣＰステータスリポートを送信する。
選択可能に、ＲＲＣシグナリングにより、ユーザ装置がＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ不可分Ｄ
ＲＢとして再構成する時に、ＰＤＣＰエンティティを再構築するとともにＰＤＣＰステー
タスリポートを送信するか否かを構成することができる。
【００５２】
　図５に示すものはＷＬＮ分離ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成する方法のフローチ
ャートである。図５に示す方法は以下のステップを含む。
　ステップ５０１：ユーザ装置がＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージを受信して、前記メッセージ中に、ユーザ装置がＷＬＮ分離ＤＲＢをＭ
ＣＧ　ＤＲＢとして再構成することを指示するための指示情報を携帯しているか否かを判
断する。ＹＥＳであれば、ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間の対応関係に基づい
てステップ５０２ａ又はステップ５０２ｂを実行し、ＮＯであれば、終了する。
【００５３】
　ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に多数対一のマッピング関係が存在するので
あれば、ステップ５０２ａを実行する。ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に一対
一のマッピング関係が存在するのであれば、ステップ５０２ｂを実行する。
【００５４】
　ステップ５０２ａ：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中にＡｄａｐｔａｔｉｏ
ｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば
、前記Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ
に基づいて適応エンティティを再構成する。
【００５５】
　選択可能に、ＷＬＮ分離ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成した後、適応エンティテ
ィ中にその他のＷＬＮ　ＤＲＢがなければ、適応エンティティをリリースする。
【００５６】
　ステップ５０２ｂ：適応エンティティをリリースし、つまり、ＷＬＮ中でＭＣＧ　ＤＲ
Ｂとして再構成したＷＬＮ分離ＤＲＢに関する情報をリリースする。
【００５７】
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　ステップ５０３：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中にｐｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記ｐｄｃｐ－Ｃｏ
ｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエンティティを
再構成する。
【００５８】
　ステップ５０４：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中にｒｌｃ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＩｄｅｎｔｉｔｙ
　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＣｏｎｆ
ｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記ｒｌｃ
－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎ
ｅｌＩｄｅｎｔｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｌｏｇｉｃａｌＣ
ｈａｎｎｅｌＣｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＭＣＧ
　ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネルを再構成する。
【００５９】
　説明すべきは、ステップ５０２ａ（又は５０２ｂ）、ステップ５０３、ステップ５０４
の実行順序は任意変更可能であることである。
【００６０】
　選択可能に、ユーザ装置がＷＬＮ分離ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成する時に、
ＰＤＣＰエンティティを再構築するとともにＰＤＣＰステータスリポートを送信する。選
択可能に、ＲＲＣシグナリングにより、ユーザ装置がＷＬＮ分離ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢ
として再構成する時に、ＰＤＣＰエンティティを再構築するとともにＰＤＣＰステータス
リポートを送信するか否かを構成することができる。
【００６１】
　図６が示すものはＷＬＮ分離ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成する方法のフロ
ーチャートである。図６に示す方法は以下のステップを含む。
　ステップ６０１：ユーザ装置がＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージを受信して、前記メッセージ中に、ユーザ装置がＷＬＮ分離ＤＲＢをＷ
ＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成することを指示するための指示情報を携帯しているか否か
を判断する。ＹＥＳであれば、ステップ６０２を実行し、ＮＯであれば、終了する。
【００６２】
　ステップ６０２：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中にＡｄａｐｔａｔｉｏｎ
－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、
前記Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに
基づいて適応エンティティを再構成する。
【００６３】
　ステップ６０３：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中にｐｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記ｐｄｃｐ－Ｃｏ
ｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエンティティを
再構成する。
【００６４】
　ステップ６０４：ＭＣＧ　ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネルをリ
リースする。
【００６５】
　説明すべきは、ステップ６０２、ステップ６０３、ステップ６０４の実行順序は任意変
更可能であることである。
【００６６】
　選択可能に、ユーザ装置がＷＬＮ分離ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成する時
に、ＰＤＣＰエンティティを再構築するとともにＰＤＣＰステータスリポートを送信する
。選択可能に、ＲＲＣシグナリングにより、ユーザ装置がＷＬＮ分離ＤＲＢをＷＬＮ不可
分ＤＲＢとして再構成する時に、ＰＤＣＰエンティティを再構築するとともにＰＤＣＰス
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テータスリポートを送信するか否かを構成することができる。
【００６７】
　図７に示すものはＷＬＮ不可分ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成する方法のフロー
チャートである。図７に示す方法は以下のステップを含む。
　ステップ７０１：ユーザ装置がＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージを受信して、前記メッセージ中に、ユーザ装置がＷＬＮ不可分ＤＲＢを
ＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成することを指示するための指示情報を携帯しているか否かを
判断する。ＹＥＳであれば、ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間の対応関係に基づ
いてステップ７０２ａ又はステップ７０２ｂを実行し、ＮＯであれば、終了する。
【００６８】
　ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に多数対一のマッピング関係が存在するので
あれば、ステップ７０２ａを実行する。ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に一対
一のマッピング関係が存在するのであれば、ステップ７０２ｂを実行する。
【００６９】
　ステップ７０２ａ：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中にＡｄａｐｔａｔｉｏ
ｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ携帯しているのであれば、
前記Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに
基づいて適応エンティティを再構成する。
【００７０】
　選択可能に、ＷＬＮ不可分ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成した後、適応エンティ
ティ中にその他のＷＬＮ　ＤＲＢがなければ、適応エンティティをリリースする。
【００７１】
　ステップ７０２ｂ：適応エンティティをリリースし、つまり、ＷＬＮ中でＭＣＧ　ＤＲ
Ｂとして再構成したＷＬＮ不可分ＤＲＢに関する情報をリリースする。
【００７２】
　ステップ７０３：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中にｐｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記ｐｄｃｐ－Ｃｏ
ｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエンティティを
再構成する。
【００７３】
　ステップ７０４：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中に携帯するｒｌｃ－Ｃｏｎｆｉ
ｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＩｄｅｎ
ｔｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌ
Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＭＣＧ　ＲＬＣエン
ティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネルを確立する。
【００７４】
　説明すべきは、ステップ７０２ａ（又は７０２ｂ）、ステップ７０３、ステップ７０４
の実行順序は任意変更可能であることである。
【００７５】
　選択可能に、ユーザ装置がＷＬＮ不可分ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成する時に
、ＰＤＣＰエンティティを再構築するとともにＰＤＣＰステータスリポートを送信する。
選択可能に、ＲＲＣシグナリングにより、ユーザ装置がＷＬＮ不可分ＤＲＢをＭＣＧ　Ｄ
ＲＢとして再構成する時に、ＰＤＣＰエンティティを再構築するとともにＰＤＣＰステー
タスリポートを送信するか否かを構成することができる。
【００７６】
　図８が示すものはＷＬＮ不可分ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成する方法のフロ
ーチャートである。図８に示す方法は以下のステップを含む。
　ステップ８０１：ユーザ装置がＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージを受信して、前記メッセージ中に、ユーザ装置がＷＬＮ不可分ＤＲＢを
ＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成することを指示するための指示情報を携帯しているか否か
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を判断する。ＹＥＳであれば、ステップ８０２を実行し、ＮＯであれば、終了する。
【００７７】
　ステップ８０２：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中にＡｄａｐｔａｔｉｏｎ
－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、
前記Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに
基づいて適応エンティティを再構成する。
【００７８】
　ステップ８０３：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中にｐｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記ｐｄｃｐ－Ｃｏ
ｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエンティティを
再構成する。
【００７９】
　ステップ８０４：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中に携帯するｒｌｃ－Ｃｏｎｆｉ
ｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＩｄｅｎ
ｔｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌ
Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＭＣＧ　ＲＬＣエン
ティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネルを確立する。
【００８０】
　説明すべきは、ステップ８０２ａ（又は８０２ｂ）、ステップ８０３、ステップ８０４
の実行順序は任意変更可能であることである。
【００８１】
　選択可能に、ユーザ装置がＷＬＮ不可分ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成する時
に、ＰＤＣＰエンティティを再構築するとともにＰＤＣＰステータスリポートを送信する
。選択可能に、ＲＲＣシグナリングにより、ユーザ装置がＷＬＮ不可分ＤＲＢをＷＬＮ分
離ＤＲＢとして再構成する時に、ＰＤＣＰエンティティを再構築するとともにＰＤＣＰス
テータスリポートを送信するか否かを構成することができる。
【００８２】
　図９及び図１０にはそれぞれ、ＲＲＣ接続構成メッセージ中にて、ユーザ装置が一つの
タイプのデータ無線ベアラを他のタイプのデータ無線ベアラとして再構成することを指示
するための指示情報を携帯する二種類の方法のフローチャートを示している。前記データ
無線ベアラは少なくとも、ＷＬＮ分離ＤＲＢ、ＷＬＮ不可分ＤＲＢ、ＭＣＧ　ＤＲＢを含
む。図９及び図１０に示す方法にて、ユーザ装置はｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に携帯するｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇＷＬ
Ｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ、及びｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ
ＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に携帯するｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ
　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいて、あるタイプのデータ無線ベアラ
をその他のタイプのデータ無線ベアラとして再構成するか否かを決定する。前記ｄｒｂ－
ＴｙｐｅＣｈａｎｇＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔはＷＬＮ　ＤＲＢ
（ＷＬＮ分離ＤＲＢ、ＷＬＮ不可分ＤＲＢを含む）をＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成するか
否かを指示するためのものである。前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ　ｅｌｅｍｅｎｔはＤＲＢに対応するタイプを表す。ユーザ装置は、ｄｒｂ－Ｔｙｐｅ
ＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔの値及び前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ
　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔが対応するＤＲＢがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏ
ｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬ
ｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に含まれるか否かに基づいて
、ＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ　ＤＲＢとして再構成するか、又はＷＬＮ不可分ＤＲＢをＷＬ
Ｎ分離ＤＲＢとして再構成するか、又はＷＬＮ分離ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再
構成するか否かを決定する。本発明の実施例にて、ｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇＷＬＮ　
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔの値は、ｔｏＭＣＧ（ＷＬＮ　ＤＲＢをＭＣＧ
　ＤＲＢとして再構成する）と表す。ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
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　ｅｌｅｍｅｎｔの値は、ＷＬＮｓｐｌｉｔ（対応するＤＲＢがＷＬＮ分離ＤＲＢである
ことを表す）、ＷＬＮｎｏｎｓｐｌｉｔ（対応するＤＲＢがＷＬＮ不可分ＤＲＢであるこ
とを表す）と表す。説明すべきは、ｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌ
ｅｍｅｎｔの値は前記値の方式を含むが、これに限定されないことである。
【００８３】
　図９に示す方法は以下のステップ（ユーザ装置により実行される）を含む。
　ステップ９００１：ユーザ装置ＵＥがＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎメッセージを受信する。
　ステップ９００２：ＵＥにおける構成済みのＤＲＢ（前記ＤＲＢのＩＤはｄｒｂ－Ｉｄ
ｅｎｔｉｔｙである）に対して、前記ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎメッセージがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　
ｅｌｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙが前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭ
ｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に含まれるか否かを判断する
。ＹＥＳであれば、ステップ９００３を実行し、ＮＯであれば、ステップ９０１６を実行
する。
　ステップ９００３：前記ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌ
ｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙが前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄ
ＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に含まれるか否かを判断す
る。ＹＥＳであれば、ステップ９００４を実行し、ＮＯであれば、ステップ９０１０を実
行する。
　ステップ９００４：ＵＥにおける前記構成済みでＩＤがｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙであ
るＤＲＢはＭＣＧ　ＤＲＢであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９００５
を実行し、ＮＯであれば、ステップ９００７を実行する。
　ステップ９００５：前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙに関連するｄｒｂ－ＴｙｐｅＷ
ＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬ
Ｎ値がＷＬＮｓｐｌｉｔであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９００６を
実行する。
　ステップ９００６：ＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成する。
　ステップ９００７：ＵＥにおける前記構成済みでＩＤがｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙであ
るＤＲＢがＷＬＮ不可分ＤＲＢであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９０
０８を実行する。
　ステップ９００８：前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙに関連するｄｒｂ－ＴｙｐｅＷ
ＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬ
Ｎ値がＷＬＮｓｐｌｉｔであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９００９を
実行する。
　ステップ９００９：ＷＬＮ不可分ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成する。
　ステップ９０１０：ＵＥにおける前記構成済みでＩＤがｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙであ
るＤＲＢがＷＬＮ分離ＤＲＢであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９０１
１を実行し、ＮＯであれば、ステップ９０１３を実行する。
　ステップ９０１１：前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
　ｅｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙに関連するｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎ
ｇｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－Ｔｙｐ
ｅＣｈａｎｇｅＷＬＮ値がｔｏＭＣＧであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステッ
プ９０１２を実行する。
　ステップ９０１２：ＷＬＮ分離ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成する。
　ステップ９０１３：ＵＥにおける前記構成済みでＩＤがｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙであ
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るＤＲＢがＷＬＮ不可分ＤＲＢであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９０
１４を実行する。
　ステップ９０１４：ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅ
ｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙに関連するｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇｅ
ＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＣ
ｈａｎｇｅＷＬＮ値がｔｏＭＣＧであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９
０１５を実行する。
　ステップ９０１５：ＷＬＮ不可分ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成する。
ステップ９０１６：前記ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメ
ッセージがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅ
ｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙが前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬ
ｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に含まれるか否かを判断する
。ＹＥＳであれば、ステップ９０１７を実行する。
ステップ９０１７：ＵＥにおける前記構成済みでＩＤがｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙである
ＤＲＢはＭＣＧ　ＤＲＢであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９０１８を
実行し、ＮＯであれば、ステップ９０２０を実行する。
　ステップ９０１８：前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙに対応するｄｒｂ－Ｔｙｐｅ
ＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷ
ＬＮ値がＷＬＮｎｏｎｓｐｌｉｔであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９
０１９を実行する。
　ステップ９０１９：ＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成する。
ステップ９０２０：ＵＥにおける前記構成済みでＩＤがｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙである
ＤＲＢがＷＬＮ分離ＤＲＢであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９０２１
を実行する。
ステップ９０２１：前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙに対応するｄｒｂ－ＴｙｐｅＷ
ＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬ
Ｎ値がＷＬＮｎｏｎｓｐｌｉｔであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９０
２２を実行する。
　ステップ９０２２：ＷＬＮ分離ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成する。
【００８４】
　図１０に示す方法は以下のステップ（ユーザ装置ＵＥにより実行される）を含む。
　ステップ１００１：ＵＥがＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎメッセージを受信する。
　ステップ１００２：ＵＥにおける構成済みでＩＤがｄｒｂ－ＩｄｅｎｔｉｔｙであるＤ
ＲＢに対して、前記ＤＲＢがＷＬＮ分離ＤＲＢであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば
、ステップ１００３を実行し、ＮＯであれば、ステップ１００８を実行する。
　ステップ１００３：前記ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅ
ｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅ
ｌｅｍｅｎｔ中に前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭ
ｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉ
ｔｙに対応するｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅ
ｍｅｎｔを更に含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇｅＷＬＮの値がｔｏＭＣＧで
あるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ１００４を実行し、ＮＯであれば、ス
テップ１００５を実行する。
　ステップ１００４：ＷＬＮ分離ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成する。
　ステップ１００５：前記ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌ
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ｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ中に前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙを含み、且つ前記ｄｒｂ－
ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒ
ｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙに対応するｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅ
ｌｅｍｅｎｔを更に含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮの値がＷＬＮｎｏｎｓｐｌｉ
ｔであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ１００６を実行し、ＮＯであれば
、ステップ１００７を実行する。
　ステップ１００６：ＷＬＮ分離ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成する。
　ステップ１００７：ＷＬＮ分離ＤＲＢを再構成する。
　ステップ１００８：ＵＥにおける構成済みで前記ＩＤがｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙであ
るＤＲＢがＷＬＮ不可分ＤＲＢであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ１０
０９を実行し、ＮＯであれば、ステップ１０１４を実行する。
　ステップ１００９：前記ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅ
ｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅ
ｌｅｍｅｎｔ中に前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭ
ｏｄＬｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔ
ｙに対応するｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍ
ｅｎｔを更に含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＣｈａｎｇｅＷＬＮの値がｔｏＭＣＧであ
るか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ１０１０を実行し、ＮＯであれば、ステ
ップ１０１１を実行する。
　ステップ１０１０：ＷＬＮ不可分ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成する。
　ステップ１０１１：前記ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌ
ｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙを含み、且つ前記ｄｒｂ－Ｔ
ｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒｂ
－Ｉｄｅｎｔｉｔｙに対応するｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌ
ｅｍｅｎｔを更に含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮの値がＷＬＮｓｐｌｉｔである
か否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ１０１２を実行し、ＮＯであれば、ステッ
プ１０１３を実行する。
　ステップ１０１２：ＷＬＮ不可分ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成する。
　ステップ１０１３：ＷＬＮ不可分ＤＲＢを再構成する。
　ステップ１０１４：ＵＥにおける構成済みで前記ＩＤがｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙであ
るＤＲＢはＭＣＧ　ＤＲＢであるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ１０１５
を実行する。
　ステップ１０１５：前記ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌ
ｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙを含み、且つ前記ｄｒｂ－Ｔ
ｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒｂ
－Ｉｄｅｎｔｉｔｙに対応するｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌ
ｅｍｅｎｔを更に含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮの値がＷＬＮｎｏｎｓｐｌｉｔ
であるか否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ１０１６を実行し、ＮＯであれば、
ステップ１０１７を実行する。
　ステップ１０１６：ＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢとして再構成する。
　ステップ１０１７：前記ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージがｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌ
ｅｍｅｎｔを含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙを含み、且つ前記ｄｒｂ－Ｔ
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ｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔが前記ｄｒｂ
－Ｉｄｅｎｔｉｔｙに対応するｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌ
ｅｍｅｎｔを更に含み、且つ前記ｄｒｂ－ＴｙｐｅＷＬＮの値がＷＬＮｓｐｌｉｔである
か否かを判断する。ＹＥＳであれば、ステップ９０１８を実行する。
　ステップ１０１８：ＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成する。
【００８５】
　説明すべきは以下のことである。ステップ９０１２及びステップ１００４におけるＷＬ
Ｎ分離ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成する工程は図５に示す手順を採用することが
できる。ステップ９０２２及びステップ１００６におけるＷＬＮ分離ＤＲＢをＷＬＮ不可
分ＤＲＢとして再構成する工程は図６に示す手順を採用することができる。ステップ９０
１５及びステップ１０１０におけるＷＬＮ不可分ＤＲＢをＭＣＧ　ＤＲＢとして再構成す
る工程は図７に示す手順を採用することができる。ステップ９００９及びステップ１０１
２におけるＷＬＮ不可分ＤＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成する工程は図８に示す手
順を採用することができる。ステップ９００６及びステップ１０１８におけるＭＣＧ　Ｄ
ＲＢをＷＬＮ分離ＤＲＢとして再構成する工程は図３に示す手順を採用することができる
。ステップ９０１９及びステップ１０１６におけるＭＣＧ　ＤＲＢをＷＬＮ不可分ＤＲＢ
として再構成する工程は図４に示す手順を採用することができる。
【００８６】
　本発明の実施例によれば、ユーザ装置がＷＬＮ分離ＤＲＢを確立することは以下の工程
を含む。ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に多数対一のマッピング関係が存在す
るのであれば、ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中に携帯するＡｄａｐｔａｔｉ
ｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいて適応エンティ
ティを再構成する。選択可能に、前記ＷＬＮ中に適応エンティティがなければ、つまり、
確立するＷＬＮ分離ＤＲＢが適応エンティティの第１のＷＬＮ　ＤＲＢであれば、適応エ
ンティティを確立する。ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に一対一のマッピング
関係が存在するのであれば、ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中に携帯するＡｄ
ａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいて
適応エンティティを確立する。ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中に携帯するｐｄｃｐ
－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエンティ
ティを確立するとともに、ＭＣＧセキュリティ構成情報を利用してＰＤＣＰエンティティ
を構成する。ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中に携帯するｒｌｃ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＩｄｅｎｔｉｔ
ｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＣｏｎ
ｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＭＣＧ　ＲＬＣエンティテ
ィ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネルを確立する。
【００８７】
　本発明の実施例によれば、ユーザ装置がＷＬＮ不可分ＤＲＢを確立することは以下の工
程を含む。ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に多数対一のマッピング関係が存在
するのであれば、ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中に携帯するＡｄａｐｔａｔ
ｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいて適応エンテ
ィティを再構成する。選択可能に、前記ＷＬＮ中に適応エンティティがなければ、つまり
、ＷＬＮ分離ＤＲＢが適応エンティティの第１のＷＬＮ　ＤＲＢであれば、適応エンティ
ティを確立する。ＷＬＮ　ＤＲＢと適応エンティティとの間に一対一のマッピング関係が
存在するのであれば、ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中に携帯するＡｄａｐｔ
ａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいて適応エ
ンティティを確立する。ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中に携帯するｐｄｃｐ－Ｃｏ
ｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエンティティを
確立するとともに、ＭＣＧセキュリティ構成情報を利用してＰＤＣＰエンティティを構成
する。選択可能に、ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中に携帯するｐｄｃｐ－Ｃ
ｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエンティティ
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を確立するとともに、ＭＣＧセキュリティ構成情報を利用してＰＤＣＰエンティティを構
成する。
【００８８】
　本発明の実施例によれば、ユーザ装置がＷＬＮ分離ＤＲＢを再構成することは以下の工
程を含む。ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中にＡｄａｐｔａｔｉｏｎ－　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記Ａｄａｐｔａｔｉ
ｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいて適応エンティ
ティを再構成する。ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中にｐｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記ｐｄｃｐ－Ｃｏ
ｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエンティティを
再構成する。選択可能に、ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中にｐｄｃｐ－Ｃｏ
ｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記ｐ
ｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエ
ンティティを再構成する。ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中にｒｌｃ－Ｃｏｎｆｉｇ
　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＩｄｅｎｔ
ｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｌｏｇｉｃａｌＣｈａｎｎｅｌＣ
ｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記
ｒｌｃ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ｌｏｇｉｃａｌＣｈ
ａｎｎｅｌＩｄｅｎｔｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ及びｌｏｇｉｃ
ａｌＣｈａｎｎｅｌＣｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいて
ＭＣＧ　ＲＬＣエンティティ及びＭＣＧ　ＤＴＣＨ論理チャネルを再構成する。選択可能
に、ユーザ装置がＷＬＮ分離ＤＲＢを再構成する時に、ＰＤＣＰエンティティを再構築す
るとともにＰＤＣＰステータスリポートを送信する。選択可能に、ＲＲＣシグナリングに
より、ユーザ装置がＷＬＮ分離ＤＲＢを再構成する時に、ＰＤＣＰエンティティを再構築
するとともにＰＤＣＰステータスリポートを送信するか否かを構成することができる。
【００８９】
　本発明の実施例によれば、ユーザ装置がＷＬＮ分離ＤＲＢを再構成することは以下の工
程を含む。ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中にＡｄａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎ
ｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記Ａｄ
ａｐｔａｔｉｏｎ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいて
適応エンティティを再構成する。ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中にｐｄｃｐ－Ｃｏ
ｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであれば、前記ｐ
ｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づいてＰＤＣＰエ
ンティティを再構成する。選択可能に、ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＷＬＮ中にｐ
ｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔを携帯しているのであ
れば、前記ｐｄｃｐ－Ｃｏｎｆｉｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔに基づい
てＰＤＣＰエンティティを再構成する。
【００９０】
　選択可能に、ユーザ装置がＷＬＮ不可分ＤＲＢを再構成する時に、ＰＤＣＰエンティテ
ィを再構築するとともにＰＤＣＰステータスリポートを送信する。選択可能に、ＲＲＣシ
グナリングにより、ユーザ装置がＷＬＮ不可分ＤＲＢを再構成する時に、ＰＤＣＰエンテ
ィティを再構築するとともにＰＤＣＰステータスリポートを送信するか否かを構成するこ
とができる。
【００９１】
　図１１は本発明の実施例に係るユーザ装置を示したブロック図である。図１１に示すよ
うに、ユーザ装置１１００は受信ユニット１１０１と、決定ユニット１１０２と、再構成
ユニット１１０３とを備える。選択的に、ユーザ装置１１００は再構築ユニット１１０４
を更に備えることができる。
【００９２】
　受信ユニット１１０１は、無線リソース制御接続再構成メッセージを受信するように構
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成されることができる。
【００９３】
　決定ユニット１１０２は、受信した無線リソース制御接続再構成メッセージ中に、ユー
ザ装置が第１のタイプのデータ無線ベアラを第１のタイプとは異なる第２のタイプのデー
タ無線ベアラとして再構成することを指示する指示情報を含むか否かを決定するように構
成されることができる。
【００９４】
　再構成ユニット１１０３は、受信した無線リソース制御接続再構成メッセージ中に指示
情報が含まれるのであれば、前記無線リソース制御接続再構成メッセージに基づいてユー
ザ装置に対して再構成を行うように配置されることができる。
【００９５】
　再構築ユニット１１０４は、ＰＤＣＰエンティティを再構築するように構成されること
ができる。
【００９６】
　本発明の実施例によれば、第１のタイプのデータ無線ベアラはマスターセルグループＭ
ＣＧデータ無線ベアラ、ワイヤレスローカルエリアネットワークＷＬＮ分離データ無線ベ
アラ又はワイヤレスローカルエリアネットワークＷＬＮ不可分データ無線ベアラを含むこ
とができる。第２のタイプのデータ無線ベアラはＭＣＧデータ無線ベアラ、ＷＬＮ分離デ
ータ無線ベアラ又はＷＬＮ不可分データ無線ベアラを含む。
【００９７】
　当業者は、図１１に示すユーザ装置１１００を採用することで上記した図３～図１０に
対して記載する各々の方法を実行することができると理解できる。簡素化のために、ここ
では重複説明はしない。
【００９８】
　理解されるべきは、本発明の上記実施例はソフトウェア、ハードウェア又はソフトウェ
アとハードウェアとの両者の結合により実現することができることである。例えば、上記
実施例におけるユーザ装置内部の各種コンポーネントは複数種類のデバイスにより実現す
ることができるものであって、これらデバイスは、アナログ回路デバイス、デジタル回路
デバイス、デジタル信号処理（ＤＳＰ）回路、プログラマブルプロセッサ、特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラ
マブルロジックデバイス（ＣＰＬＤ）等が含まれるが、これらに限定されない。
【００９９】
　本願における「基地局」とは大きな出力と広いカバー面積を有する移動通信データ及び
制御交換センターのことであり、リリース割当スケジューリング、データ送受信等の機能
が含まれる。「ユーザ装置」とはユーザ移動体端末のことであり、例えば携帯電話機、ノ
ートパソコン等、基地局又はマイクロ基地局と無線通信を行うことができる端末装置が含
まれる。
【０１００】
　また、ここで開示する本発明の実施例はコンピュータプログラム製品にて実現すること
ができる。より具体的には、該コンピュータプログラム製品は下記の一種類の製品である
。コンピュータ読み取り可能なメディアを有しており、コンピュータ読み取り可能なメデ
ィアにはコンピュータプログラムロジックが符号化されており、コンピュータにて実行す
るとき、該コンピュータプログラムロジックは関連する動作を提供することで本発明の上
記技術手法を実現する。コンピュータシステムの少なくとも一つのプロセッサで実行され
るとき、コンピュータプログラムロジックはプロセッサにて本発明の実施例に記載する動
作（方法）を実行させる。本発明のこのような構成は典型的には、例えば光学メディア（
例えばＣＤ－ＲＯＭ）、フロッピーディスク又はハードディスク等のコンピュータ読み取
り可能なメディア上に構成又は符号化されたソフトウェア、コード及び／又はその他のデ
ータ構成、又は諸々の一つ以上のＲＯＭ又はＲＡＭ又はＰＲＯＭチップ上のファームウェ
ア又はマイクロコードのその他のメディア、又は一つ以上のモジュール中のダウンロード
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可能なソフトウェア画像、共用データベース等として提供される。ソフトウェア又はファ
ームウェア又はこのような構成はコンピュータ装置にインストールすることで、装置中の
一つ以上のプロセッサが本発明の実施例に記載する技術手法を実行することができる。
【０１０１】
　上記にてすでに本発明の好ましい実施例を結合して本発明を示したが、当業者であれば
、本発明の技術思想及び範囲から外れることのない状況にて、本発明に各種修正、置換及
び変更を行うことができると理解できる。よって、本発明は上記実施例に限定されるべき
でなく、添付する特許請求の範囲及びその等価物により限定されるべきである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(24) JP 6723347 B2 2020.7.15

【図６】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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